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赤木完爾教授略歴・主要業績

赤
木
完
爾
教
授
略
歴

学　

歴

一
九
七
二
年
三
月　
　

修
道
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
七
年
三
月　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科　

卒
業

一
九
八
〇
年
三
月　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

一
九
八
九
年
七
月　
　

法
学
博
士
（
慶
應
義
塾
大
学
）

学
士
号
・
学
位

法
学
士
（
慶
應
義
塾
大
学
）　　
　

一
九
七
七
年
三
月
授
与

法
学
修
士
（
慶
應
義
塾
大
学
）　　

一
九
七
九
年
三
月
授
与

　

修
士
論
文
名
「
中
国
問
題
を
め
ぐ
る
英
米
協
調
の
起
源　

一
九
三
二
年
―
一
九
三
五
年
」

法
学
博
士
（
慶
應
義
塾
大
学
）　　

一
九
八
九
年
七
月
授
与

　

博
士
論
文
名
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
起
源
―
―
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
と
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
」



428

法学研究 92 巻 1 号（2019：1）

所
属
学
会
及
び
入
会
年

日
本
国
際
政
治
学
会	

一
九
七
七
年
入
会
（
評
議
員 

二
〇
一
〇
年
～
現
在
）

防
衛
学
会
（
現
・
国
際
安
全
保
障
学
会
）	

一
九
八
〇
年
入
会
（
理
事 

一
九
九
七
年
～　
副
会
長 

二
〇
一
八
年
～
現
在
）

軍
事
史
学
会	

一
九
八
〇
年
入
会
（
理
事 

一
九
九
四
年
～
二
〇
〇
六
年
）

戦
略
研
究
学
会	

二
〇
〇
八
年
入
会
（
理
事 

二
〇
〇
九
年
～　
副
会
長 

二
〇
一
七
年
～
現
在
）

職　

歴

一
九
八
〇
年
四
月	

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
部
助
手

一
九
八
七
年
四
月	

防
衛
研
究
所
戦
史
部
所
員

一
九
八
七
年
～
一
九
八
八
年	

	

米
国
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
高
等
国
際
問
題
研
究
大
学
院
（
S	

A	

I	

S
）
エ
ド

ウ
ィ
ン
・
O
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
・
セ
ン
タ
ー
訪
問
研
究
員

一
九
九
〇
年
四
月	
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師

一
九
九
一
年
一
〇
月
～
一
九
九
三
年
九
月	

大
学
学
生
部
委
員
（
三
田
支
部
）

一
九
九
二
年
四
月	

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
九
四
年
～
一
九
九
六
年	

米
国
イ
ェ
ー
ル
大
学
国
際
安
全
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
I	

S	

S
）
訪
問
研
究
員

一
九
九
七
年
四
月	

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

一
九
九
八
年
四
月	

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員

二
〇
〇
五
年
八
月
～
二
〇
〇
六
年
八
月	

米
国
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
燕
京
研
究
所
訪
問
研
究
員

二
〇
〇
八
年
六
月
～
二
〇
一
九
年
三
月	

三
田
評
論
編
集
委
員
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二
〇
〇
九
年
一
〇
月	

三
田
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長

二
〇
一
一
年
一
〇
月	

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長

二
〇
一
五
年
四
月
～
二
〇
一
九
年
三
月	

慶
應
義
塾
図
書
館
長
・
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
・
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長

二
〇
一
六
年
一
一
月
～
二
〇
一
八
年
一
〇
月	

第
三
四
期
（
後
期
）
教
職
員
評
議
員

学
外
兼
務
等

一
九
九
〇
年
～
現
在	

防
衛
省
防
衛
研
究
所
一
般
課
程　

講
師

一
九
九
七
年
～
現
在	

航
空
自
衛
隊
幹
部
学
校　

幹
部
高
級
課
程　

講
師

二
〇
〇
〇
年
～
二
〇
〇
五
年	

大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構　

委
員

二
〇
〇
二
年
～
二
〇
一
二
年	
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
・
デ
ー
タ
検
証
委
員
会　

委
員
長

二
〇
〇
二
年
四
月
～
現
在	
昭
和
館
運
営
専
門
委
員
会　

委
員

二
〇
〇
三
年
七
月
～
二
〇
〇
五
年
六
月	

	

総
務
省
大
臣
官
房
政
策
評
価
広
報
課　

政
策
評
価
委
員
会　

委
員
〔
旧
独
立
行
政
法
人
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
〕

二
〇
〇
八
年
～
現
在	

防
衛
省
統
合
幕
僚
学
校　

統
合
幹
部
高
級
課
程　

講
師

二
〇
〇
八
年
四
月
～
二
〇
一
四
年
三
月	

国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
諮
問
委
員
会　

委
員

二
〇
一
一
年
五
月
～
二
〇
一
五
年
五
月	

一
般
社
団
法
人　

大
学
I	
C	

T
推
進
協
議
会　

理
事

二
〇
一
二
年
四
月
～
二
〇
一
八
年
三
月	

社
団
法
人　

日
本
私
立
大
学
連
盟　

広
報
・
情
報
部
門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員

二
〇
一
三
年
六
月
～
二
〇
一
五
年
五
月	

公
益
社
団
法
人　

私
立
大
学
情
報
教
育
協
会　

理
事

二
〇
一
四
年
五
月
～
現
在	

国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
諮
問
委
員
会　

委
員
長

二
〇
一
七
年
四
月
～
二
〇
一
九
年
二
月	

文
部
科
学
省　

科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
学
術
分
科
会　

第
九
期
学
術
情
報
委
員
会
委
員
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受　

賞

一
九
八
三
年
四
月　
　

軍
事
史
学
会
阿
南
研
究
奨
励
賞

一
九
九
二
年
六
月　
　

最
優
秀
出
版
奨
励
賞
（
防
衛
学
会
〔
現
・
国
際
安
全
保
障
学
会
〕
加
藤
陽
三
賞
）

一
九
九
三
年
二
月　
　

財
団
法
人
櫻
田
会
政
治
研
究
櫻
田
会
奨
励
賞

一
九
九
七
年
一
〇
月　

慶
應
義
塾
賞

二
〇
一
一
年
一
一
月　

防
衛
大
臣
表
彰
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赤
木
完
爾
教
授
主
要
業
績

Ⅰ
．
編
・
著
書

小
此
木
政
夫
・
赤
木
完
爾
共
編
『
冷
戦
期
の
国
際
政
治
』
慶
應
通
信
、
一
九
八
七
年
。

赤
木
完
爾
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
起
源
―
―
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
と
第
一
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
』
慶
應
通
信
、
一
九
九
一
年
。

赤
木
完
爾
『
第
二
次
世
界
大
戦
の
政
治
と
戦
略
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
。

添
谷
芳
秀
・
赤
木
完
爾
共
編
著
『
冷
戦
後
の
国
際
政
治
―
―
実
証
・
政
策
・
理
論
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
。

赤
木
完
爾
編
著
『
朝
鮮
戦
争
―
―
休
戦
五
〇
周
年
の
検
証
・
半
島
の
内
と
外
か
ら
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
。

久
保
文
明
・
赤
木
完
爾
共
編
著
『
ア
メ
リ
カ
と
東
ア
ジ
ア
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
。

赤
木
完
爾
・
今
野
茂
充
共
編
著
『
戦
略
史
と
し
て
の
ア
ジ
ア
冷
戦
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
。

Ⅱ
．
学
術
論
文

「
朝
鮮
戦
争
―
―
日
本
に
よ
る
独
占
支
配
崩
壊
後
の
米
・
中
・
ソ
角
逐
抗
争
」『
ア
ジ
ア
』
第
一
六
巻
第
二
号
（
一
九
八
一
年
二
月
）
一
一

一
―
一
二
二
ペ
イ
ジ
（
神
谷
不
二
と
の
共
著
）。

「
中
国
幣
制
改
革
を
め
ぐ
る
英
米
提
携
」『
法
学
研
究
』
第
五
五
巻
第
三
号
（
一
九
八
二
年
三
月
）
三
一
二
―
三
三
六
ペ
イ
ジ
。
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「
朝
鮮
半
島
分
割
経
緯
の
再
考
」『
軍
事
史
学
』
第
一
七
巻
第
四
号
（
一
九
八
二
年
三
月
）
四
一
―
五
〇
ペ
イ
ジ
。

「
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
太
平
洋
戦
域
参
加
問
題
（
一
九
四
二
年
～
一
九
四
五
年
）
―
―
連
合
戦
争
の
断
面
」『
軍
事
史
学
』
第
一
九
巻
第
三
号

（
一
九
八
三
年
一
二
月
）
一
五
―
三
七
ペ
イ
ジ
。

「
仏
印
武
力
処
理
を
め
ぐ
る
外
交
と
軍
事
―
―
『
自
存
自
衛
』
と
『
大
東
亜
解
放
』
の
間
」『
法
学
研
究
』
第
五
七
巻
第
九
号
（
一
九
八
四

年
九
月
）
二
八
―
六
二
ペ
イ
ジ
。

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
イ
ン
ド
シ
ナ
政
策
―
―
一
九
四
七
年
～
一
九
五
〇
年
」『
新
防
衛
論
集
』
第
一
四
巻
第
二
号
（
一
九
八
六
年
一
〇

月
）
七
五
―
一
〇
〇
ペ
イ
ジ
。

「
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
戦
略
―
―
そ
の
形
成
期
の
基
本
問
題　

一
九
三
九
～
一
九
四
一
年
」『
軍
事
史
学
』
第
二
二
巻

第
三
号
（
一
九
八
六
年
一
二
月
）
二
―
一
三
ペ
イ
ジ
。

「
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
太
平
洋
戦
域
参
加
問
題
（
太
平
洋
戦
史
研
究
部
会
報
告
〈
五
〉
太
平
洋
戦
史
研
究
部
会
第
五
回
セ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
）」『
太
平
洋
学
会
学
会
誌
』
第
三
六
号
（
一
九
八
七
年
一
〇
月
）
四
七
―
六
五
ペ
イ
ジ
。

「
ソ
連
の
朝
鮮
戦
争
に
関
す
る
新
見
解
」『
軍
事
史
学
』
第
二
六
巻
第
三
号
（
一
九
九
〇
年
一
二
月
）
六
七
―
七
二
ペ
イ
ジ
。

「
連
合
国
戦
時
外
交
に
お
け
る
イ
ン
ド
シ
ナ
―
―
一
九
四
二
～
一
九
四
五
年
」『
法
学
研
究
』
第
六
五
巻
第
二
号
（
一
九
九
二
年
二
月
）
一

〇
三
―
一
三
〇
ペ
イ
ジ
。

“Anglo-Japanese	Relations	and	Japanʼs	Policy	and	Strategy	against	Britain,	1936-1941.

”	Keio Journal of Politics	N
o.	

7

（1994

）:	69-91.

「
戦
後
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
回
帰
と
ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
政
策
」『
法
学
研
究
』
第
六
八
巻
第
一
一
号
（
一
九
九
五
年
一
一
月
）
一
二
五
―
一

四
六
ペ
イ
ジ
。

「
東
ア
ジ
ア
の
勢
力
均
衡
―
―
戦
略
的
相
互
作
用
の
観
点
か
ら
」
小
島
朋
之
・
小
此
木
政
夫
編
著
『
東
ア
ジ
ア　

危
機
の
構
図
』
東
洋
経

済
新
報
社
、
一
九
九
七
年
所
収
。

「
冷
戦
史
再
訪
」『
新
防
衛
論
集
』
第
二
五
巻
一
号
（
一
九
九
七
年
六
月
）
一
―
六
ペ
イ
ジ
。
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「
安
全
保
障
政
策
と
情
報
」『
法
学
研
究
』
第
七
三
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
月
）
一
三
七
―
一
六
六
ペ
イ
ジ
。

「
冷
戦
後
の
国
際
関
係
理
論
（
一
）」『
法
学
研
究
』
第
七
三
巻
第
一
〇
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）
一
―
三
四
ペ
イ
ジ
（
今
野
茂
充
と
の

共
著
）。

「
冷
戦
後
の
国
際
関
係
理
論
（
二
・
完
）」『
法
学
研
究
』
第
七
三
巻
第
一
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）
二
五
―
五
一
ペ
イ
ジ
（
今
野
茂

充
と
の
共
著
）。

「
核
兵
器
と
朝
鮮
戦
争
―
―
予
防
戦
争
と
自
己
抑
制
の
間
」『
法
学
研
究
』
第
七
五
巻
第
一
号
（
二
〇
〇
一
年
一
月
）
一
三
七
―
一
七
六
ペ

イ
ジ
。

「
朝
鮮
戦
争
の
衝
撃
」『
軍
事
史
学
』
第
三
六
巻
三
・
四
号
（
二
〇
〇
一
年
三
月
）
三
三
―
四
七
ペ
イ
ジ
。

「
日
本
の
戦
争
計
画
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
要
因
―
―
『
対
英
米
蘭
蔣
戦
争
終
末
促
進
に
関
す
る
腹
案
』
の
消
滅
ま
で
」『
第
一
回
戦
争
史
研

究
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
』（
二
〇
〇
三
年
三
月
）
八
九
―
九
八
ペ
イ
ジ
。

“Leadership	in	Japanʼs	Planning	for	W
ar	against	Britain.

”	In	British and Japanese M
ilitary Leadership in the Far 

E
astern W

ar, 1941-1945,	edited	by	Brian	Bond	and	K
yoichi	T

achikaw
a,	53-63.	London:	Frank	Cass,	2004.

「
戦
略
史
研
究
の
集
積
に
向
け
て
」『
国
際
安
全
保
障
』
第
三
三
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
五
年
九
月
）
一
―
三
ペ
イ
ジ
。

「
米
英
側
か
ら
み
た
日
米
交
渉
と
ア
ジ
歴
の
可
能
」『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』
第
二
七
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
三
七
―
四
一
ペ
イ
ジ
。

「
朝
鮮
戦
争
と
核
兵
器
―
―
ト
ル
ー
マ
ン
と
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
編
『
慶
應
の
政
治
学
―
―
国
際
政
治
』
慶
應
義

塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
所
収
。

「
冷
戦
と
戦
略
の
変
容
―
―
二
〇
世
紀
後
半
の
戦
略
思
考
と
戦
略
環
境
」『
年
報
戦
略
研
究
』
第
六
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
五
五
―
六
四

ペ
イ
ジ
。

「
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
政
軍
関
係
」『
法
学
研
究
』
第
八
三
巻
第
三
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
四
一
―
六
三
ペ
イ
ジ
。

「
朝
鮮
戦
争
史
研
究
の
一
〇
年
」『
軍
事
史
学
』
第
四
六
巻
第
一
号
（
二
〇
一
〇
年
六
月
）
四
〇
―
五
四
ペ
イ
ジ
。

「
イ
ギ
リ
ス
太
平
洋
艦
隊
始
末　

一
九
四
四
～
一
九
四
五
年
―
―
連
合
戦
争
の
政
治
・
戦
略
・
作
戦
」『
法
学
研
究
』
第
八
三
巻
第
一
二
号
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（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
五
七
―
八
二
ペ
イ
ジ
。

「
冷
戦
を
再
考
す
る
」『
法
学
研
究
』
第
八
四
巻
第
一
号
（
二
〇
一
一
年
一
月
）
一
―
二
八
ペ
イ
ジ
。

“The	K
orean	W

ar	and	Japan.

”	Seoul Journal of K
orean Studies	V

ol.	24,	N
o.	1

（June	2011

）:	175-184.
「
朝
鮮
戦
争
―
―
日
本
へ
の
衝
撃
と
余
波
」
防
衛
省
防
衛
研
究
所
編
『
戦
史
特
集　

朝
鮮
戦
争
と
日
本
』（
二
〇
一
三
年
九
月
）
三
―
一
一

ペ
イ
ジ
。

「
爆
撃
と
封
鎖
―
―
一
九
四
五
年
夏
の
軍
事
的
現
実
」『
昭
和
の
く
ら
し
研
究
』
第
一
四
号
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
）
七
―
一
四
ペ
イ
ジ
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
洋
戦
略
と
日
米
戦
争
―
―
一
九
四
一
～
一
九
四
二
年
」『
法
学
研
究
』
第
八
九
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
二
月
）
四

一
―
六
二
ペ
イ
ジ
。

「
冷
戦
と
日
本
―
―
朝
鮮
戦
争
の
時
期
を
中
心
と
し
て
」『
軍
事
史
学
』
第
五
一
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
九
八
―
一
〇
七
ペ
イ
ジ
。

「
終
戦
史
研
究
の
現
在
―
―
《
原
爆
投
下
》・《
ソ
連
参
戦
》
論
争
と
そ
の
後
」『
法
学
研
究
』
第
八
九
巻
第
九
号
（
二
〇
一
六
年
九
月
）
一

―
四
三
ペ
イ
ジ
（
滝
田
遼
介
と
の
共
著
）。

「
安
全
保
障
理
論
の
新
た
な
地
平
」『
国
際
安
全
保
障
』
第
四
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
一
―
七
ペ
イ
ジ
。

「
朝
鮮
戦
争
を
め
ぐ
る
中
朝
関
係
の
歴
史
的
経
緯
と
現
代
へ
の
含
意
」『
世
界
平
和
研
究
』
第
四
四
巻
第
一
号
（
二
〇
一
八
年
冬
季
）
五
四

―
六
三
ペ
イ
ジ
。

Ⅲ
．
翻　

訳

Gaddis,	John	Lew
is.	W

e N
ow

 K
now

: R
ethinking Cold W

ar H
istory.	N

ew
	Y

ork:	O
xford	U

niversity	Press,	1997.

＝

ジ
ョ
ン
・
ル
イ
ス
・
ギ
ャ
デ
ィ
ス
（
赤
木
完
爾
・
齊
藤
祐
介
訳
）『
歴
史
と
し
て
の
冷
戦
―
―
力
と
平
和
の
追
求
』
慶
應
義
塾
大
学

出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
。

Gaddis,	John	Lew
is.	Surprise, Security, and the A

m
erican E

xperience.	Cam
bridge,	M

A
:	H

arvard	U
niversity	Press,	
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2004.

＝
ジ
ョ
ン
・
ル
イ
ス
・
ギ
ャ
デ
ィ
ス
（
赤
木
完
爾
訳
）『
ア
メ
リ
カ
外
交
の
大
戦
略
―
―
先
制
・
単
独
行
動
・
覇
権
』
慶
應
義

塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
。

Frank,	Richard	B.	

“Ketsu-Go:	Japanese	Political	and	M
ilitary	Strategy	in	1945.

”（unpublished	article

）
＝
リ
チ
ャ
ー

ド
・
B
・
フ
ラ
ン
ク
（
赤
木
完
爾
訳
）「『
決
号
』
―
―
一
九
四
五
年
に
お
け
る
日
本
の
政
治
戦
略
・
軍
事
戦
略
」『
法
学
研
究
』
第

八
九
巻
第
八
号
（
二
〇
一
六
年
八
月
）
四
九
―
九
八
ペ
イ
ジ
。

M
ulligan,	W

illiam
.	T

he O
rigins of the First W

orld W
ar.	2nd	ed.	Cam

bridge:	Cam
bridge	U

niversity	Press,	2017.	

＝

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
リ
ガ
ン
（
赤
木
完
爾
・
今
野
茂
充
訳
）『
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
道
―
―
破
局
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
』
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
。

Ⅳ
．
書
評
・
解
説
等

「［
書
評
］
マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ワ
ー
ド
著
（
奥
村
房
夫
・
奥
村
大
作
訳
）『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
と
戦
争
』」『
軍
事
史
学
』
第
一
七
巻
第
二
号
（
一

九
八
一
年
九
月
）
八
〇
―
八
三
ペ
イ
ジ
。

「『
戦
争
目
的
』
と
大
東
亜
戦
争
」『
陸
戦
研
究
』
第
三
一
巻
第
三
五
五
号
（
一
九
八
三
年
四
月
）
八
一
―
八
四
ペ
イ
ジ
。

「［
書
評
論
文
］『
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ロ
ー
ド
』
作
戦
四
〇
周
年
―
―
最
近
の
研
究
か
ら
」『
軍
事
史
学
』
第
二
〇
巻
第
三
号
（
一
九
八
四
年
一
二

月
）
二
一
―
二
九
ペ
イ
ジ
。

「［
書
評
］
谷
川
滎
彦
『
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
起
源
』」『
ア
ジ
ア
研
究
』
第
三
二
巻
第
一
号
（
一
九
八
五
年
四
月
）
一
〇
五
―
一
〇
六
ペ
イ
ジ
。

「［
書
評
］
平
松
茂
雄
『
中
国
と
朝
鮮
戦
争
』」『
軍
事
史
学
』
第
二
五
巻
第
一
号
（
一
九
八
九
年
六
月
）
八
三
―
八
七
ペ
イ
ジ
。

「［
書
評
］「
等
身
大
の
米
内
に
接
近
す
る
」
高
田
万
亀
子
『
静
か
な
る
盾
―
―
米
内
光
政
』」『
文
化
会
議
』
第
二
五
八
号
（
一
九
九
〇
年
）

三
二
―
三
四
ペ
イ
ジ
。

「［
書
評
］
神
谷
不
二
『
朝
鮮
半
島
で
起
き
た
こ
と　

起
き
る
こ
と
』」『
文
化
会
議
』
第
二
七
三
号
（
一
九
九
二
年
）
二
二
―
二
三
ペ
イ
ジ
。
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「［
書
評
］T

he Path to V
ietnam

: O
rigins of the A

m
erican Com

m
itm

ent to Southeast A
sia/	A

ndrew
	J.	Rotter

（1987

）」

『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
三
四
巻
第
二
号
（
一
九
九
三
年
二
月
）
八
一
―
八
五
ペ
イ
ジ
。

「［
書
評
］T

roubled D
ays of Peace: M

ountbatten and South E
ast A

sia Com
m

and, 1945-46/	Peter	D
ennis

（1987

）」

『
軍
事
史
学
』
第
二
八
巻
第
四
号
（
一
九
九
三
年
三
月
）
九
四
―
九
八
ペ
イ
ジ
。

「［
書
評
］O

ld Friends, N
ew

 E
nem

ies: T
he R

oyal N
avy and the Im

perial Japanese N
avy,	V

olum
e	2,	Pacific W

ar, 
1942-1945/	A

rthur	J.	M
arder,	M

ark	Jacobsen	and	John	H
orsfield

（1990

）」『
軍
事
史
学
』
第
二
九
巻
第
三
号
（
一
九

九
三
年
一
二
月
）
六
〇
―
六
四
ペ
イ
ジ
。

「［
書
評
］
波
多
野
澄
雄
『
太
平
洋
戦
争
と
ア
ジ
ア
外
交
』」『
軍
事
史
学
』
第
三
三
巻
第
二
・
三
号
（
一
九
九
七
年
一
二
月
）
四
一
八
―
四

二
二
ペ
イ
ジ
。

「
文
書
館
遍
歴
」『
三
田
評
論
』
第
九
九
七
号
（
一
九
九
七
年
一
二
月
）
三
三
ペ
イ
ジ
。

「［
書
評
］
佐
々
木
雄
太
『
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
ス
エ
ズ
戦
争
―
―
植
民
地
主
義
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
冷
戦
』」『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
九

六
巻
第
六
号
（
一
九
九
八
年
二
月
）
九
一
七
―
九
二
〇
ペ
イ
ジ
。

「
比
較
史
と
外
国
戦
史
」『
戦
史
研
究
年
報
』
第
一
号
（
一
九
九
八
年
）
七
―
八
ペ
イ
ジ
。

「
政
治
学
科
開
設
百
年
に
あ
た
っ
て
」『
三
色
旗
』
第
六
〇
九
号
（
一
九
九
八
年
一
二
月
）
二
―
五
ペ
イ
ジ
。

「
軍
事
史
関
係
史
料
館
探
訪
二
一　

ア
メ
リ
カ
陸
軍
軍
事
史
研
究
所
」『
軍
事
史
学
』
第
三
四
巻
第
四
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）
九
二
―
九

四
ペ
イ
ジ
。

「
大
戦
争
は
な
く
な
る
か
」『
三
色
旗
』
第
六
一
六
号
（
一
九
九
九
年
七
月
）
二
―
六
ペ
イ
ジ
。

「
朝
鮮
戦
争
関
係
文
献
目
録
」『
軍
事
史
学
』
第
三
六
巻
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
六
月
）
一
〇
二
―
一
〇
七
ペ
イ
ジ
。

「
三
〇
年
後
の
『
決
定
の
本
質
』」『
三
色
旗
』
第
六
四
一
号
（
二
〇
〇
一
年
八
月
）
二
―
六
ペ
イ
ジ
。

「〈
座
談
会
〉
激
動
す
る
国
際
社
会
と
日
本
経
済
の
ゆ
く
え
」『
三
田
評
論
』
第
一
〇
四
一
号
（
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
一
〇
―
二
四
ペ
イ

ジ
。
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「［
書
評
］
戦
略
研
究
学
会
編
・
石
津
朋
之
編
著
『
戦
略
論
体
系
（
四
）　

リ
デ
ル
ハ
ー
ト
』」『
軍
事
史
学
』
第
四
〇
巻
第
一
号
（
二
〇
〇

四
年
六
月
）
六
四
―
六
八
ペ
イ
ジ
。

「
戦
史
研
究
座
談
会　

戦
史
部
に
お
け
る
戦
史
研
究
の
あ
り
方
」『
戦
史
研
究
年
報
』
第
一
二
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）
六
四
―
九
四
ペ
イ

ジ
。

「
政
軍
関
係
（
神
谷
不
二
先
生
追
悼
記
事
）」『
法
学
研
究
』
第
八
二
巻
第
一
〇
号
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）
一
三
〇
―
一
三
一
ペ
イ
ジ
。

「［
書
評
］
森
聡
『
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
と
同
盟
外
交
―
―
英
仏
の
外
交
と
ア
メ
リ
カ
の
選
択　

一
九
六
四
―
一
九
六
八
年
』」『
国
際
安
全
保

障
』
第
三
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
〇
年
九
月
）
一
一
四
―
一
一
八
ペ
イ
ジ
。

「〈
座
談
会
〉
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
『
日
米
安
保
』」『
三
田
評
論
』
第
一
一
三
八
号
（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）
一
〇
―
二
七
ペ
イ
ジ
。

「
三
人
閑
談　

ラ
イ
カ
に
恋
し
て
」『
三
田
評
論
』
第
一
一
七
五
号
（
二
〇
一
四
年
二
月
）
七
〇
―
八
一
ペ
イ
ジ
。

「
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
敷
き
瓦
」『
三
田
評
論
』
第
一
一
八
八
号
（
二
〇
一
五
年
四
月
）
九
三
ペ
イ
ジ
。

「
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
機
能
の
未
来
」『M

edianet

』
第
二
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
ペ
イ
ジ
。

「
朝
鮮
戦
争
関
係
文
献
解
題
―
―
中
国
語
文
献
（
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
一
五
年
）」『
法
学
研
究
』
第
八
八
巻
第
九
号
（
二
〇
一
五
年
九
月
）

四
九
―
七
三
ペ
イ
ジ
（
安
田
淳
・
服
部
隆
行
・
李
錫
敏
と
の
共
著
）。

「
座
談
会　

大
学
図
書
館
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
？
」『
大
学
時
報
』
第
三
六
七
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
一
六
―
三
一
ペ
イ
ジ
。

『
東
京
新
聞
』「
新
聞
を
読
ん
で
」

「
同
盟
政
策
逆
転
を
印
象
―
―
米
大
統
領
の
訪
中
結
果
」
一
九
九
八
年
七
月
一
二
日

「
秋
野
氏
の
遭
難
か
ら
国
際
貢
献
を
考
え
た
」
一
九
九
八
年
八
月
九
日

「
日
本
の
安
保
政
策
問
う
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
」
一
九
九
八
年
九
月
六
日

「
遅
れ
た
金
融
再
生
法
案
―
―
日
本
に
必
要
な
果
敢
さ
」
一
九
九
八
年
一
〇
月
四
日

「
大
学
改
革
で
問
題
提
起
―
―
示
唆
に
富
む
が
不
満
も
」
一
九
九
八
年
一
一
月
一
日

「
多
国
間
の
経
済
連
携
―
―
ア
ジ
ア
で
は
前
途
多
難
」
一
九
九
八
年
一
一
月
二
九
日
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「
多
角
的
だ
っ
た
視
点
―
―
イ
ラ
ク
空
爆
の
報
道
」
一
九
九
八
年
一
二
月
二
七
日

「
注
目
の
『
自
自
連
立
』
―
―
政
治
は
ど
う
変
わ
る
」
一
九
九
九
年
一
月
二
四
日

「
局
面
の
打
開
な
る
か
―
―
対
北
朝
鮮
宥
和
政
策
」
一
九
九
九
年
二
月
二
一
日

「
情
報
化
で
政
治
変
化
―
―
ま
だ
役
割
重
い
新
聞
」
一
九
九
九
年
三
月
二
一
日

「
西
側
の
危
険
な
賭
け
―
―
深
刻
な
ユ
ー
ゴ
空
爆
」
一
九
九
九
年
四
月
一
八
日

「
コ
ソ
ボ
に
冷
酷
な
現
実
―
―
国
連
解
決
も
期
待
薄
」
一
九
九
九
年
五
月
一
六
日

「
他
国
の
『
盗
聴
』
検
証
を
―
―
日
本
の
国
家
戦
略
必
要
」
一
九
九
九
年
六
月
一
三
日


